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クラス便り

卒 業 生 紹 介 　 機 械 工 学 科

■5M担任　河　添　久　美

　

　諸君、卒業おめでとう。過ぎてみるとあっという間の5年間だったと思います。この間に諸君たちは、勉学やクラブ・同好会等の活
動を通して自立したエンジニアの卵へと変身を遂げたものと感慨深く振り返っています。諸君、どうか、ここで培った友人関係、
夢、希望を心の糧に、そしてM科生らしくここ一番では気合を入れながら、かってなく未知数の多い前途をしっかりと切り開いて
いってください。何事に依らず困ったときには、まずは基本と基礎に立ち返ることを。そしていずれは、心から楽しく生活を送れる
家庭を築き上げることも忘れないようにしてください。また、いつか諸君の元気な姿を拝見できることを楽しみにしておきます。

伊　勢　誠　人
小　谷　可　偉
長　門　　　誉
新　田　将　央
安　森　健　人
稙　田　大　剛
赤　田　文　彦
足　立　和　也
足　立　成　実
石　本　佳　和
板　倉　慎　司
板　倉　貴　彦
岩　田　　　岳
岩　田　隼　輔
遠　藤　弘　樹
小田原　淳　司
川　上　　　渉
黒　田　光一郎
近　藤　利　樹
近　藤　　　洋
紺　本　和　也
坂　口　裕　樹
佐々木　寛　史
澤　　　貴　宏
篠　原　篤　広
清　水　春　花
隅　川　暁　弘
清　山　幹　弘
妹　尾　誠　展
妹　尾　康　徳
高　平　真　生
田　邊　岳　康
田　邊　優　夢
田　淵　　　洋
中　川　拓　実
中　澤　諒　一
藤　井　祐　太
前　原　誠　一
牧　　　純　也
圓　岡　成　央
水　野　優　作
南　　　卓　弥
森　　　公　平
山　口　真　伍
山　本　優　希
イ　ズ　ワ　ン

高専生活で打たれ強くなりました。みんなありがとう。
ヘイ!!メエ―ン!!１年でドピュってガンガンキギンで６年頑張ったゼ！小谷塾で闘脾開始！Marz4K！
色々あったけれど、このクラスの一員で良かった。
やっとのことで卒業です。５年間＋１年間お世話になりました。
楽しい学生生活をどうもありがとう。
ボキャがプアなのでコメント思い付きません。６年間お疲れ様でした。
充実した毎日をありがとう(笑)おかげで忍耐力がつきました（笑）
５年間楽しくすごせた。みんなありがとう！
みんな個性ありすぎ　ワロタ
みんな沢山の思い出をありがとう！笑い、涙、喜び、哀しみ、ありの高専生活になりました！
10年後にはサラリーマンから魔法使いにジョブチェンジしてると思います。５年間ありがとう!!
高専クソワロタ。
あと２年あるからあんま卒業って感じせんな・・・みんなお疲れ。
野球、レポート、製図、課題ととても濃い５年間をありがとう!!　みんなサンキュー!!
ついこの間入学式があったと思ったらもう卒業してる。５年間はやすぎだろ。
５年間磨きあげたスキル忘れない！　５Ｍのチームワークの良さ最高だった！　ありがと!!　笑
皆、５年間こんな俺についてきてくれてありがとう。もう俺がいなくても大丈夫だろ？　立派な大人になれよ。
良いクラスメートに恵まれ、楽しい５年間でした。大人になってもまた遊ぼう！
ジェネシスからのＨＭちむからのＢＦちむ。ありがとう。
今まで力を抜いてきたので、企業では本気出そうと思います(笑)。　有難う、またね、おめでとう！
自分が天才すぎて困った。５年間、みんなのレベルに合わせるのが大変だったわ。
５年間ありがとう。このクラスで良かった。人に頼られる人になろう！
５年間お疲れ様でした。色々と面白いクラスだったｗ
最後の１年本当に大変だった。先輩・先生・楽しいクラスに感謝。
色々あった５年間でした．．．まあトヨタ車の御購入はこちらに相談をど～ぞ。
辛いこともあったけど頑張れて良かった！　５年間ありがとう。
Zoom-Zoom-Zoom．．．ハッ！(одо)って感じで頑張っていきたいと思います。みんなお疲れ様でした
Zoom-Zoom-Zoom．．．イェァスンスン(´д｀)って感じで５年間楽しかった！　またな―！
私にはいつもＹＵＫＡが側にいました。卒業おめでとう。
長かったような短かったような５年間だったと思います。みなさん、ありがとうございました。
５年間あっという間だったなあ・・・楽しいクラスだったよ!!
５年間お疲れ様でした。みんなありがとう！
みんな、太ったほうがモテるよ。顔がデカくても大丈夫！
こんな私ですが卒業できるのはみんなのおかげ・・・なのか？　５年間ありがとう!!
スベってウケた楽しい５年間だった。あと２年専攻科にいるんで帰ってきたらみなさん飲みに行こうぜ
５年間はやかった。でもあとの２年は長そうだな・・・
５年間大変だったけど、楽しかった。専攻科であと２年頑張ります。
５年間短かったようでやっぱり長かった。
５年間お疲れ様でした。これからは別々の道に進みますが、自分の力で頑張ってください。
さすがに伝説残したちむ(笑)おれは技術者になる!!!
高専の勉強とか３歳のときにすでに終わってた。全部３歳でした内容だったわ。
欲しい、気持ちが成長しすぎて、SO DIVEしかけた。そしてBAD COMMUNICATIONな人がいて危なかった。
濃い五年間だった。あーすっごい!!
ヤスノリは五年間で変わってしまった・・・
１時間に日本酒で一升、ビールで10本程飲むと急性アル中になるから注意してってマー君が言ってたよ。
３年間楽しかった．．．５Mが最高だ。。みんな、お疲れ様でした。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ
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卒 業 生 紹 介 　 電 気 情 報 工 学 科

■5E担任　松　本　正　己
　卒業おめでとうございます。「光陰矢のごとし」と言いますが、入学式で皆さんの名前を読み上げてから５年はあっという間でし
た。今年は正月の大雪に始まり、３月の震災や８月の台風と、記録的な自然災害のオンパレードで波乱の一年でした。しかし、卒業後
に待ち受ける社会状勢はさらに厳しく、学校の試験の様に「解答」や「正しい答え」が示してあることはありません。その中で伸びて
行ける人もいますが、自らの成長を止めてしまうタイプの人がいます。それは「傷つきたくない症候群」にかかり、「怒られないよう
にする」ことを行動の基準にし、進化することを放棄してしまった人です。変化を恐れず、日々挑戦を続けてくれる事を期待します。

井　上　桃　佳
加　山　　　亨
米　澤　　　翔
渡　瀬　友　規
相　見　直　希
秋　元　悦　子
阿　部　宗一郎
荒　木　優　一
池　信　翔　太
石　本　隆　馬
井　上　慎　也
植　田　　　萌
梅　垣　友　英
大　江　裕　輔
梶　野　壮一朗
亀　井　雄　介
河　井　　　郷
川　上　駿　平
来　海　　　亮
日下部　裕　一
小　谷　晋之介
小和田　卓　冬
谷　口　　　悠
綱　島　慎之佑
椿　　　彰　人
椿　　　　　脩
戸　田　健　斗
中　井　　　悠
那　須　裕　紀
藤　原　拓　未
二　岡　健　道
前　田　俊　樹
増　栄　　　涼
松久保　俊　介
矢　倉　浩　太
柳　原　　　圭
山　内　康　平

色々な人に助けてもらって感謝してます＊ありがとうございました。 楽しかったです *´｀*

六年間いろいろあったが充実した高専生活だった。
みんなは「学校生活は短い」と言っているが、そうでもなかった。
山あり谷ありの高専生活だったけど、なんだかんだで楽しかったです。
長いようで短い5年間でした。学校生活で関わった人に感謝し、来年からは頑張って仕事します。バイバイ。
なんだかんだあったけど、5年間楽しかったです！沢山の思い出をありがとう！
バイトも部活も何もしてないけど、NTT受かったったｗｗｗ 高専で勉強したおかげです！ ありがとう
一度繋がった縁が切れることはありません。これからも御世話になると思いますので、宜しく御願い致します。
野川大地君へ、原付免許の試験2回落ちたことを除けば楽しい5年間でした。この悔しさをバネに飛躍します。
多くの友人と出逢い、共に過ごしてきた高専の５年間は、とても記憶に残る５年間でした。
5年間とても早かったです。お世話になりました。
高専生活5年間楽しかったです。ありがとうございました。
いや～終わった、終わった。みんなお疲れ！！
勉強、就活、恋。一人で成し遂げた事は一つもありません。運の良い恵まれた人間です。最後に、両親に感謝。
クラスや学生会、あとサッカー部も色んな思い出をたくさんの人達と作れてすごい楽しい５年間でした！
みなさん5年間有難うございました。特に乾先生ありがとう。お元気で!
五年間お世話になりました。みんなまたどこかで!!バイバ～イ
みんな5年間ありがとう！めっちゃ楽しかった！ラスト1年は卒研地獄だったわ←
史上最低の学生会長であろう僕でも１つだけ自慢出来ることがある。この仲間と出会えたこと。皆ありがとう。
５年間めっちゃ楽しかった！！気付いたら卒業！って感じであっという間でした。皆さんありがとう☆
皆　がんばれ！！
みんなありがとう。５年間お疲れ様でした！
電気の先生方、5年間お世話になりました。5Eのみんな、おつかれ~っ！！
米子高専で過ごした時間は、私にとってとても充実したものとなりました。５年間、有難うございました。
高専生活関わった人たちに感謝します。5年間凄く楽しかった！
この５年間いろいろあって、そこそこ楽しかったです。同窓会は、いつ企画しようかな・・・
苦しい時期もありましたが、充実した5年間でした。
長いような短いような5年でした。寮生活も楽しかった。みんな散り散りになるけどまた集まれたらいいなー
5Eの皆さん、先生方のおかげで5年間とても楽しかったです。いままでありがとうございました。
この５年間の事を思い返すと、感動で涙と単位がこぼれ落ちちゃいます(TT)本当に素晴らしい？学生でした!
5年間お疲れさまでした。まだいろいろ残ってるけど
五年間でつらいこともあったけどみんなのおかげで楽しく過ごせました。みんなありがとう！
米子高専では良い環境に恵まれ、とても楽しく生活出来ました。この学校に入って良かったです。
専門についていけない専門学生もついに卒業。エレベーター界のバロンドール獲ったる！！…わしゃ澤穂希か！
長いようで短く感じた高専生活でした、先生方や皆のおかげで楽しくすごすことができました。ありがとう
遊びに行くし、泊まりに行くわ☆ Everything is made from a dream!
この５年間で、お世話になった人たちに社会人として立派な姿を見せることで、恩返しが出来ればと思います。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ
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卒 業 生 紹 介 　 電 子 制 御 工 学 科

■5Ｄ担任　青　柳　　　敏
　卒業おめでとうございます。今年度の日本は震災、円高、デフレなどが重なり厳しい経済情勢が続きましたので、就職活動では
例年以上に苦労した人も多かったと思います。就職後は学生時代ののんびりした生活から一転することになると思いますが、健康
に注意して各自の能力を大いに発揮し失敗を恐れず色々なことにチャレンジしてください。進学する諸君は、数年後の就職活動で
かなり苦労すると思いますので、それまでに充分な実力を身に付けて準備をしておいて下さい。皆さんが活躍されることを電子制
御工学科教職員一同応援しています。

上　田　雅　宗
影　山　大　介
梶　間　光　法
門　永　　　健
木　村　明　博
古　礒　和　樹
小　橋　孝太郎
佐々木　健太郎
芝　田　弘　毅
鈴　木　達　己
田　岡　大　輔
田　中　佑　治
田　中　　　亮
中　島　瑞　貴
西　尾　賢　光
西　川　尚　貴
花　井　浩　介
濱　田　知　幸
福　田　克　英
舩　橋　啓　太
宮　原　亮　太
宮　本　貴　幸
三　好　　　諒
武　良　優　輝
安　井　貴　浩
山　根　　　剛
山　根　大　明
雪　本　昇　吾
吉　田　亮　平
ア ス マ ウ ィ
河　田　浩　明
田保橋　光　樹
堀　　　優　人

五年間ありがとうございました。
気づけば、あっという間の５年間でした。本当にありがとうございました。グッドラック。
サンキューリッツ。
５年間いろいろとありがとうございました。これから先も長いけど、がんばっていこう。
無事に５年で卒業出来て良かったです。５年間お世話になりました。
がんばるな。好きにしろ。
科学は人間の生活を豊かにしたが、同時に心を貧しくしたのではあるまいか。Byドラえもん
５年間大変お世話になりました。
５年間あっという間でした。みんなおつ！
楽しい５年間をありがとうございましたノシ。
とても楽しい毎日をありがとう！　また今度、食べたり、飲んだりしよう！　＼(*｀∀´*)／
レポートや課題やテスト勉強、いや何事も早期に取りかかることが重要。
進学は努力じゃ無理、才能。
５年間長いようで短いようで、いろいろありましたが、今までありがとうございました。
がんばるな楽になれ。
本当色々とご迷惑おかけしました。優しく見守って頂いた方々、厳しく接して頂いた方々、有難うございました。
悔いのないように。
がんばるな、楽になれ。
五年間大変お世話になりました。社会人になる訳だし、そろそろ本気出します!!
５年間ありがとうございました。
楽しい日々を皆と過ごせて良かったです。それぞれこれからキツイと思うけど、頑張ってまた数年後会いましょう。
部活、勉強、遊びに充実し、あっという間の５年間でした。お世話になった方々へ本当にありがとう！
自分の進みたい道を見つけ、良き友に巡り会えた充実した５年間でした。
とても楽しい学校生活を過ごすことができました。ありがとう。また皆で飲みに行きましょう(＊´ω´)
とても楽しい５年間でした。皆ありがとう!!　また今度飲みに行きましょう。
いままでありがとうございました。
５年間おつかれ様!!
これからは社会人として身を引き締めて頑張りたいと思います。五年間ありがとうございました。
楽しい５年間でした＾＾
３年間ほんとに短かったですが、いろいろ勉強ができて、とても楽しかったです。
編入してきた僕を受け入れてくれてどうもありがとう。２年間楽しかったです。
iPhoneから送信。
同窓会楽しみ。　田岡幹事よろしく！

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ
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卒 業 生 紹 介 　 物 質 工 学 科

■5Ｃ担任　田　原　麻　里
　５Cの皆さん、卒業おめでとうございます。入学した時には長いと思った５年間も、過ぎてしまえばあっと言う間に感じている
のではないでしょうか。学生生活で得られたもの、得られなかったもの、人それぞれ色々あると思います。高専での５年間を今一
度振り返り、良い経験も悪い経験もこれからの５年間、10年間に、その先の長い人生に活かしていってください。皆さんの今後の
活躍に期待をしています。健康第一で、たまには一息入れながら、悔いの無いようがんばってください。

佐　藤　仁　昭
澤　田　佳　帆
原　　　　　聡
兵　江　駿　一
安　部　真利子
石　田　雄　人
石　津　達　也
磯　田　実　希
井　手　恵　助
遠　藤　茉　侑
景　山　堅　太
勝　部　沙　世
鐘　撞　千　秋
岸　本　麻　穂
佐々木　駿　介
清　水　香　穂
下　嵜　康　裕
竹　中　　　慎
中　光　浩　誠
野　嶋　夕起子
濵　橋　大　樹
原　本　茉由子
廣　見　祐　太
福　田　　　涼
藤　田　知佐子
洞　田　璃　茉
本　田　望　実
松　井　淳　也
宮　平　貴　弘
村　尾　彰　郁
村　社　咲　希
安　田　一　平
安　野　　　舞
山　田　千　寿
山　根　麻　未
山　脇　未　来
湯　汲　航　平
來　福　　　至
渡　邉　貴　之

入学してから色々あったけどとても楽しい時間が過ごせました。皆さんお元気で～。
今まで関わった人ありがとう♡これからも関わる人はよろしくしてあげる♡
谷藤先生、お世話になりました。
1年増えたけどようやく卒業です。お世話になりました！やりたいことがたくさんあります・・・！
先生方、友達、家族。感謝の気持ちでいっぱいです。毎日幸せでした（・ｖ・）♡
▲濃い5年間でした。でも楽しかったです。卒業しても連絡よろしく▽
石田君の暴れ技に勝てない5年間でした。
○つも○ばにいなくたって友○ちさ!!　○んな大好○だよ（×´▽´×）♡
池田先生、ありがとうございました。優子ＬＯＶＥ
私が卒業できるのはＣガールのおかげです！みんなありがとう♡(遠く離れていてーもー♪ʃʃ´▽´ヾ)
ギリギリの高専生活でした！これはこれで良い思い出です(笑)
小川研の“お”！　お肉様食べて頑張ります！　皆お世話になりました(´∧ω∧｀)
小川研の“が”！　がつがつ食べようお肉様＼(´▽´) ／ 充実した５年間でした！
谷藤先生、ありがとうございました。
５年間ありがとう（´・ω・´）これからも…　（´・ω・´）キリッ
谷藤先生、お疲れ様でした。
ちーっす！　５年間で生まれた友情わ、忘れないぜ!!　おれたち永久不滅だな！
５年間お世話になりました。
みんなの目線をいただき～まゆゆ♡
社会人になりたくないですね。けど、お金持ちになりたいので頑張ります（・ω・´）
卒業です。そして入学です。大変です。どうしましょう？　Best answer。とにかく頑張ります。
お世話になりました。
５年間お疲れ様でした。あと２年専攻科がんばります。
「ちゃら」と言われてはや５年!!　別名「米子のカーナビ」とはオレのことだゼ☆
とにかく笑ったなー!!　楽しい人達ばかりです。大好き!!　（信頼のー絆はー♪（－(エ)－））
○んと○くじゃなかっ○けど、終わ○良ければ○あ良いかな(・∀・｀)
粳間研のチビッ子組のお世話は楽しかったよ!!　ありがとう！
指原は～、ブスで～、歌もヘタで～…
↑かわいいよー!!!!　さしこＬＯＶＥ♡
谷藤先生、ご馳走様でした。
４年生あたりから仲間がたくさん増えました！　す－き♡（むす－ば－れ－たまま－♪(｀Σ´ヾ)）
来年度も小田・青木研にいるんでよろしく!!　黒髪とぱっつんの組み合わせはずるいわ(笑)
のってぃーとたなぴーもはやくそつぎょーしろよ♡♡ＧＡＲＯらーぶ♡♡
小川研の“わ”！　笑いあり、涙あり、お肉様あり(＾ω＾)毎朝お弁当ありがとう♡
○りきった!!　今○で本当色々あった○ーまた○そぼうよ！　女子会とか○!!　○んなで＼（＾О＾）／
小川研の“けん”！　健康にはお肉様(・∀・)５年間ありがとう☆
石田、それは元気になる呪文。雄人、それは勇気が湧く呪文。石田雄人、それは大切な仲間。
立派な翼で羽ばたいていけばいいと思います。
長いようであっというまの５年間でした。気の合う友人に出会うこともでき有意義に過ごせました。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ
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卒 業 生 紹 介 　 建 築 学 科

■5Ａ担任　稲　田　祐　二
　EU債務危機と未曾有の円高、世界経済が危機に瀕しているなか、日本の製造業や建設業は大変苦戦しています。しかし、世界
情勢は休む事なく時々刻々と変化し続けています。ボーダレス社会が進行し、グローバル化の波は休む事なく日本にも押し寄せて
いるのです。これからは、サービス分野に於いてもグローバル化が一層進展するといわれています。このような状況の中、今春米
子高専を巣立つ諸君には、現況を憂えるのではなく、チャンスと捉え、グローバルな人材として世界に羽ばたいて活躍していただ
きたいと思います。「頑張れ米子高専卒業生！」

足　立　英　一
浦　冨　明日香
石　田　菜　葵
上　田　麻里子
宇　野　孝　史
圓　田　元　気
小　椋　健　史
表　　　美　咲
小　池　僚　子
小　泉　泰　樹
下　根　奈央人
白　水　裕　也
角　　　有梨沙
高　田　恵　花
多　城　茉莉奈
田　邊　健　吾
津　田　誠　人
中　嶋　健　太
中　原　亜友美
長　尾　尚　彦
長谷川　　　輝
堀　　　菜奈恵
前　畑　佑　二
松　本　幸太郎
美　住　直　毅
森　岡　涼　太
八　浦　祥　平
矢　新　貴　章
藪　内　さやか
山　﨑　基　弘
横　山　亮　平
米　原　昌　宏
飯　塚　大　地
行　成　勝　哉

楽しかったです
宝ジェンヌ、箱根駅伝出走、東大建築卒業、希望企業に入社。１番低確率なのは？
あとちょっと。私は卒業できるのでしょうか。
入学して早くも５年経ちました。なかなかに早かったですが楽しい高専生活でした。今まで有難うございました。
５年間短かったわぁ。だけぇもうちょい学生してくるわ。
えんだヅラなう。「ヅラじゃないです」
５年間前畑君からたくさんのパワ－をもらいました。笑いをありがとう!!
かわいた－風をからませ－あなたを－・・・ピザにしてやろうか？
クラスのみんなとバド部が大好きです。石田さん卒業してネ(笑)
本当にいい仲間に出逢えた!　みんな大事な所で噛んでゴメン!!
楽しい５年間でした!!　あと２年、専攻科でガンバリます！
最高の友達ができました。母国には帰らず、日本で頑張りマス。
とりあえず、卓球部ありがとう。社会人になったら仕事頑張ります。（＾О´）／
みんな大好きです。ありがとうございました。
北農先生！　文章ぜんっっぜん書けなくてゴメンなさいね（´・ω・｀）
骨には気を付けましょう。
みんな５年間おつかれ様でした。次会うときに圓田はハゲてんのかな・・・。
５年間楽しかったです。専攻科のみんなまたよろしく。今年は――がんばる!!　来年もがんばる!!
５年間つらかったですがその分楽しくもありました。ありがとうございました。
鳥取県は俺が守るぜ！　ハァッ!!
５年間おもしろい事だらけでした。就職したら一人暮らし。みんなおいで。さみしいから。
もえこ、おつかれさまでした!!　５年後までには１６０ｃｍになります！
５年間楽しかった。みんなありがと―。前畑鉄工つぎます。お父さんまっててね！
蒼天の拳でフィーバーしました。
井の中の蛙にならないようにがんばります。
そつぎょうを無事にむかえられて良かったです。５年間たのしかった。ありがとう。
らんどすけーぷの計画は苦手でした。
ＭＭＯＲＰＧの世界に帰ります。みなさんまた会いましょう。
なろ、ありがとう（＞△＜））ノシ５年間、おつかれ様でした。もう皆に会うこともないでしょう。さようなら。
末信にたくさんうそつかれたから、もう人を信じられなくなりました。みんなありがとう。
山﨑がおもしろくて５年間楽しかったです。山﨑ありがとう。
インフルエンザ治りました!!
２年間ありがとうございました。
米子楽しかったで、おおきにな。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ



建築学専攻2年　田　中　良　和

7

ク
ラ
ス
便
り

年
度
末
特
集

ク
ラ
ブ
便
り

国
際
交
流

速

　
　報

ト
ピ
ッ
ク
ス

専 攻 科 修 了 生 紹 介
■専攻科長　竹　中　敦　司

◆生産システム工学専攻

　この３月の専攻科修了生は、第七期となります。専攻科修了生の皆さん、修了おめでとう。修了生の中には米子高専の本科を卒
業して入学した諸君以外にも、富山高専の卒業生や社会人との「二足の草鞋（わらじ）」を履きながら修学した皆さんも含まれてい
ます。この二年間は忽ちのうちに過ぎ、いよいよ専攻科を修了される日がやって来ました。修了後には、社会人として実社会に船出さ
れたり、あるいは大学院へと進まれ、学問に一層精進されることと思います。これからが本当の勉強でもあります。どうか、努力するこ
とを忘れないで頂きたいと思います。修了に際し、社会人の先輩としてアドバイスを一言申し上げます。それは「早めに仕事を進め
る」ことです。つまり、明日、明後日にやらなければいけないことは今日のうちにやってしまおうということです。時間に余裕があると、不
測の事態にも対応できますし、趣味や休息にも使うこともできます。米子高専から皆さんの幸せをお祈りしています。

　学位試験は、とにかく不安でいっぱいでした。専攻科生にとって、この試験は是が非でも突破しなくてはならない重要なも
のです。そういった意識の下で試験会場に入ると、もう二度と味わいたくないと思っていた就職試験の時の様なガチガチの緊
張感に襲われ｢あぁ、もう帰りたい｣とも思いました。しかし、これを乗り越えなくて意味が無いと思い、気を引き締め直し
真っ白な解答用紙に筆を走らせました。試験の対策として、先輩方の過去の問題と先生方から出題された想定問題などを使
い、1つの問に対して3回は繰り返し解答を作成し練習をしていたため、実際に出題された問題に想定と異なる言葉が入ってい
ても対応することが出来ました。初めは少し字が震えてしまいましたが、書き進めると自然と落ち着きが出てきて、無事に試
験を終わらせる事が出来ました。これも、指導を熱心にして下さった先生方や研究の被験者調査に協力してくれた後輩達の存
在があったからだと思っています。ありがとうございました！！

稲　田　達　憲
浦　田　竜　弥
大　場　勇　祐
岡　本　佳　祐
片　山　孝　志
川　戸　聡　也
倉　田　宗　史
小　谷　拓　也
下　田　泰　樹
髙　田　健太郎
丹　波　　　享
野　村　隆　之
長谷川　真　也
東　　　一　生
藤　原　弘　樹
松　本　純　平
山　田　博　之
山　根　祐　紀
和　田　泰　治

2年間で自分は成長した！と言いたいですがまだまだ未熟なところもあります。社会人ではより成長した自分を！
長い間大変お世話になりました。ありがとうございました！
専攻科に入ってからいろんなことを教わりました。それを社会人になったら活かせるようにしたいです。
熱心に指導して下さった雜賀先生をはじめとするお世話になった全ての方々へ。７年間有難うございました。
学校とは、夢をかなえるための道程。米子高専での日々は、とても意味のある道程でした。
なんだかんだで楽しくて充実した学生生活でした。友達や先生に心より感謝です。ありがとうございました！
2年間はあっという間でした。最後までサポートしてくださりありがとうございました。お世話になりました。
7年間走り続けました。いろんな意味で。これからも全力で突っ走ります。もちろんいろんな意味で。
高専生活を通して7年前よりも成長することができました。お世話になったみなさんありがとうございます!!
７年間長い間でしたが終わってみると短かかったようにも思います。ご指導いただきましてありがとうございました
長いようで短い7年間でした。県外に出て働くので早く環境に慣れて楽しく仕事をしたいです。
この二年間多くの方々にお世話になり大変感謝しています。有難うございました。
長い様な短い様な不思議な７年間でした。高専での経験を生かし４月からの新生活を頑張ります。
鞄やらクリアファイルやら…、充実した日々でした。研究室のメンバーにはとても感謝です。
7年間もの間、わたくしに米子高専という勉学・研究の場を与えて下さったことに非常に感謝しております。
気付いたら7年も経ってた。友達や先生方、たくさんの人にお世話になりました。ありがとうございました。
専攻科2年間で大きく成長できたと実感しています。先生、同期、先輩、後輩、家族…みんなに感謝！
7年間お世話になりました。これからは仕事に励みます・・・が、遊び心は忘れません！
7年間高専で積んだ経験は、今後社会に出て大いに役に立つと思います。長い間お世話になりました。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ

◆物質工学専攻

足　田　夏　樹
枝　谷　麻里絵
大　谷　恭　子
本　田　真貴子
山　本　耕　平

7年間充実した高専生活を送ることができました。ありがとうございました。
高専の7年間が過ぎました。色々な人との出会いで少しは成長できたと思います！ありがとうございました☆
7年間大変お世話になりました。忙しかったけれど色々な経験をし、充実した日々だったと思います。4月からは社会人として頑張ります！！
一生のうちの僅か２年間でしたが、沢山の方々に支えられて様々な経験が出来ました。有難うございました。
新境地を求めて私は旅立ちます。米子高専に来てよかった。長い間、大変お世話になりました。ありがとう。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ

遠　藤　佳　純
古　安　真紀子
角　　　奈津子
田　中　良　和
寺　本　哲　郎
中　村　　　泉
村　岡　翔　太
和　仁　佐緒里

色々なことが学べた７年間でした。お世話になりました♪春からは社会人として頑張ります！
たくさん悩んで泣いて笑っていられたこと、素敵な友達や先生方との出逢いに感謝。ありがとうございました！
再び学ぶ事ができ、とても有意義な時間を過ごす事ができました。熊谷先生ありがとうございました。
7年建築を学び良い事も不安な事も感じてあっという間に卒業です。先生方、本当にありがとうございました！
ここで建築を学べたことに感謝します。充実した７年間を送ることができました。ありがとうございました。
熊谷先生、兼子先生お世話になりました。充実した毎日でした。
家族、友達、先生方、先輩後輩などいろんな人達と関われたのは大きな財産です。ありがとうございました！
稲田先生、最後まで本当にお世話になりました。ありがとうございました。

氏　名 メ　ッ　セ　ー　ジ

学 位 試 験 体 験 記

◆建築学専攻



学業優秀
Ｓ２　小谷　拓也（日本高専学会論文奨励賞）　　　　　　Ｓ２　本田真貴子（日本化学会中国四国支部支部長賞）
Ｍ５　坂口　裕樹（日本機械学会畠山賞）　　　　　　　　Ｅ５　戸田　健斗（電気・情報関連学会中国支部賞）
Ｄ５　山根　大明（電気・情報関連学会中国支部賞）　　　Ｃ５　竹中　　慎（日本化学会中国四国支部支部長賞）
Ａ５　宇野　孝史（日本建築学会中国支部優秀卒業生）
陸上部　第43回全国高等専門学校体育大会陸上競技　男子 4×100mR 1位　ほか 
Ｄ５　古礒　和樹
学会発表等（物質工学科）　2011年日本化学会西日本大会 ポスター賞 ほか
Ｃ５　清水　香穂
第38回有機典型元素化学討論会 優秀ポスター賞　ほか
Ｃ５　村尾　彰郁
第14回ヨウ素学会シンポジウム 最優秀賞　ほか
Ｓ２　山本　耕平

陸上部　第46回鳥取県高等学校総合体育大会陸上競技　男子走幅跳 ３位　ほか
Ｄ２　薮原　有綺　　Ｍ１　勝部　侑磨　　Ｅ１　山脇　克海　　Ｃ１　亀井信之介　　Ｃ４　門脇　遥奈　　Ｃ３　重永　皐月
Ｃ２　石水　友梨
バスケットボール部（女子）　第46回全国高等専門学校体育大会バスケットボール(女子)競技 ３位　ほか
Ａ４　清水　優里　　Ａ４　安達　知里　　Ａ４　廣瀬　未佳　　Ｃ４　中村　公美　　Ｄ３　大能　茉侑　　Ｄ３　濱田三奈美
Ａ３　永井　　萌　　Ａ３　藤山　愛己　　Ａ２　小谷　莉穂　　Ａ２　野津　美晴　　Ａ１　若林　　咲　　Ｃ１　松井　結女
Ｍ１　小西　祐実　　Ｃ４　菅田　真子
卓球部　第46回鳥取県高等学校総合体育大会卓球競技　男子学校対抗 ３位　ほか
Ｍ３　飯田　京佑　　Ｅ３　河本　航大　　Ｅ３　西垣　祐介　　Ｅ３　米田　俊一　　Ｃ３　野見　昌史　　Ｍ２　松原　一喜
Ｅ２　芳尾　宏和　　Ｄ２　石塚　智大　　Ｄ２　山﨑　大智　　Ａ２　藤原　圭康　　Ｍ１　永井　知明　　Ｍ１　持田　　宝
Ｅ１　原田　敦史　　Ｃ１　大畑ひかり
柔道部　第46回全国高等専門学校体育大会柔道競技　90kg超級 ３位　ほか
Ｅ３　中曽　哲史　　Ｃ２　南口　弓子　　Ｃ２　大場　皓平
ハンドボール部　第33回日本海ハンドボールリーグ ３位
Ｅ４　野口誠一郎　　Ｅ４　玉井　将也　　Ｃ４　立道　大雅　　Ｃ３　武良　亮介　　Ｃ３　山根　　創　　Ａ３　石賀　恵太
Ｅ２　阿部　舜也　　Ｅ２　荒木　宏平　　Ｍ１　足立　拓也　　Ｍ１　上根　直也　　Ｍ１　谷口　勇人　　Ｍ１　永田　翔大
Ｍ１　福賴　　青　　Ｅ１　福田　　駿　　Ａ１　坂本　雅樹　　Ａ１　中田　希望　　Ａ１　山田　晃希 
水泳部　第46回全国高等専門学校体育大会水泳競技　男子　200ｍ平泳ぎ ２位　ほか
Ｄ５　武良　優輝　　Ｍ４　松原　央樹　　Ａ４　村尾　太一　　Ｄ３　森　　祐介　　Ｃ２　稲葉　幹平　　Ｃ１　北村　和也
Ａ１　森田　悟史
ヨット部　第46回鳥取県高等学校総合体育大会ヨット競技　ＦＪ級 １位　ほか
Ａ３　砂原香菜栄　　Ｅ２　西尾　知美　　Ｅ２　倉田　太浩
空手道部　第46回鳥取県高等学校総合体育大会空手道競技 団体組手の部 3位　ほか
Ｄ３　木山　雄太　　Ｅ１　松本　大輝　　Ａ１　濱田健太郎　　Ｅ２　岡本　美紀
科学部　2012年「天文ガイド」1月号読者の天体写真月例コンテスト 入選
Ｅ２　林原　真史　　Ｃ２　大脇　秀捷　　Ｃ２　加川　庸一　　Ｃ２　川上　優太　　Ｃ２　久古　貴将　　Ｃ２　富田　拓也
Ｃ２　波多野　瑶　　Ｃ１　笹谷　　航
放送部　第58回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会創作テレビドラマ部門 入選（６位）　ほか
Ｄ３　寺西　　心　　Ｍ３　新田　晃大　　Ｅ３　小谷　健太　　Ｄ３　金谷　大地　　Ｄ３　盛山竜之介　　Ｄ３　辻　　美季
Ｄ３　西村　太輝　　Ｄ３　森　　祐介　　Ｄ２　西尾　彩加　　Ｄ２　前谷　光紀　　Ａ２　田中　優哉　　Ａ２　松本里佳子
Ｍ１　権藤　正也　　Ｅ１　可知　佳晃　　Ｅ１　勝部　佳揮　　Ｅ１　小西　那奈　　Ｅ１　澤田亜伊里　　Ｅ１　田草健太郎
Ｅ１　長岡　友菜　　Ｅ１　三輪しおり　　Ｄ１　出井　雄大　　Ｄ１　内田　幸佑　　Ｄ１　小森　　渉　　Ｄ１　中野　真吾
Ｄ１　林　　聖高　　Ｃ１　内田　萌夏　　Ｃ１　堀井　捺美　　Ｃ１　村上　明音
スターリングエンジン部　第15回スターリングテクノラリー3Vクーラ部門 １位　ほか
Ｍ３　佐藤　洸一　　Ｍ３　谷村　幸太　　Ｍ３　新田　晃大　　Ｅ３　齊尾　侑哉　　Ｅ３　平木　飛鳥　　Ｍ２　石賀　博志
Ｍ２　田内　裕人　　Ｅ２　影岡　大輔　　Ｅ２　山根　大典　　Ｍ１　髙津　昇吾　　Ｄ１　清水　　航　　Ａ１　山根　拓也
将棋同好会　第18回全国高等専門学校将棋大会　個人戦 ３位
Ｄ２　塩見　竜平
ロボコン　アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト2011中国地区大会 優勝
Ｍ１　生田　広大　　Ｍ１　大木　悠平　　Ｍ１　澤田　龍一　　Ｍ２　角　　聖哉　　Ｍ４　桑本　彰文　　Ｍ４　西尾　一希
Ｍ５　篠原　篤広　　Ｍ５　前原　誠一
プロコン　全国高等専門学校第22回プログラミングコンテスト課題部門 特別賞
Ｄ５　梶間　光法　　Ｄ３　亀井千佳良　　Ｄ３　鷲見　知洋　　Ｄ３　田中　雄介　　Ｄ３　近藤　　醇　　
デザコン　全国高等専門学校デザインコンペティション2011in北海道構造デザインコンペティション 最優秀賞（文部科学大臣賞）
Ｓ１　角　　隼人　　Ａ４　足立恵里子　　Ｓ１　海道　真一　　Ｓ２　和仁佐緒里　　Ａ３　飯尾精一郎　　Ａ３　矢野　誠之
Ａ４　浦木　博之　　Ａ４　安達　知里　　Ａ４　妹尾　哲之　　Ａ５　山﨑　基弘　　Ａ５　多城茉莉奈
高校生プロコン　平成23年度第1回鳥取県中高生プログラミングコンテスト 最優秀賞（県知事賞）
Ｄ３　柴田　泰樹　　Ｄ３　盛山竜之介　　Ｄ３　舟越　　大　　Ｄ３　近藤　　醇　　
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年度末特集

平 成 23 年 度 学 生 表 彰
今年度、「特別優秀賞」、「優秀賞」として表彰を受ける学生は次の通りです。
　★特別優秀賞：在学中顕著な成績を修め、優秀賞を複数回受賞した者。　
　★優　秀　賞：県大会3位以上の成績を修めた者。
なお、紙面の都合上、大会名・種目名、成績については代表的なもののみの記載としました。
学生表彰被推薦者の詳細は、本校ホームページに掲載しておりますので、そちらをご覧ください。 

特 別 優 秀 賞

優 　 秀 　 賞
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平 成 23 年 度 資 格 試 験 合 格 者
キャリア支援室長　玉　井　孝　幸

　資格は、就職する際に大きなアピールポイントになります。理由は、学生中から資格を取得している学生は、就職後
も「自己研鑚に励み」、「さらに高度な資格を取得」してくれると考えるからです。また、企業の評価点の中に有資格
社員数もあり、営業活動上でも有資格者は非常に重要で、給与等の面でも優遇されることもあります。授業の課題等で
忙しいと思いますが、ぜひ資格を取得して下さい。
　最後に、学生の資格取得のため日々ご尽力いただいている教職員に皆様に厚くお礼申しあげます。

電気情報工学科　日本高専学会第17回年会 優秀ポスター賞
Ｅ５　荒木　優一　　Ｅ５　綱島慎之佑　　Ｅ５　戸田　健斗　　Ｓ１　冨谷　真吾
物質工学科　第8回高校化学グランドコンテスト 文部科学大臣賞
Ｃ３　重永　皐月　　Ｃ３　香川奈緒子　　Ｃ３　安部　希綱　　Ｃ３　谷輪　弥音
　　　　　　2011年日本化学会西日本大会 ポスター賞
Ｃ５　清水　香穂
　　　　　　第３８回有機典型元素化学討論会 優秀ポスター賞  
Ｃ５　村尾　彰郁
　　　　　　第14回ヨウ素学会シンポジウム Chatt賞（最優秀賞） 
Ｓ２　山本　耕平　　Ｃ５　村尾　彰郁　　Ｃ５　原　　　聡
　　　　　　日本高専学会第１７回年会 優秀ポスター賞
Ｃ５　岸本　麻穂　
　　　　　　第27回若手化学者のための化学道場 ポスター発表賞
Ｓ２　大谷　恭子
建築学科　建築再生展2011第9回設計アイデアコンテスト東日本大震災　街と建築に出来ること 優秀賞
Ａ５　圓田　元気　　Ａ５　小池　僚子　　Ａ５　小泉　泰樹
英語　平成23年度工業英語能力検定試験 文部科学大臣賞
Ｃ１　竹信　　龍
第27回中国地区高等専門学校英語弁論大会暗誦部門 1位
Ｅ２　平賀　克己
珠算　第30回さんいん珠算競技大会個人総合（中学生以上の部） ２位　ほか
Ｃ１　竹信　　龍
ボート　第66回国民体育大会　ボート競技　男子シングルスカル ５位　ほか
Ｅ３　石畑祥太郎
ボクシング　第65回全国高等学校ボクシング選手権大会（インターハイ）バンタム級 出場　ほか
Ｅ２　松永　勝利
学会表彰
Ｍ５　山本　優希（日本設計工学会武藤栄次賞優秀学生賞）　　Ｃ５　村尾　彰郁（化学工学会中国四国支部支部長賞）
Ｃ５　來福　　至（日本農芸化学会中国四国支部学生奨励賞）　Ａ５　八浦　祥平（日本建築学会中国支部優秀卒業設計作品）
Ａ５　山﨑　基弘（日本建築学会中国支部構造賞） 

T O E I C

実 用 英 語 検 定 2 級
実 用 英 語 検 定 準 2 級
工 業 英 検 3 級

工 業 英 検 4 級

危険物取扱者乙種第4類
国家資格2級ボイラー技士
第 一 種 電 気 工 事 士
第 二 種 電 気 工 事 士
第三種電気主任技術者

（科目合格者）

基 本 情 報 技 術 者

二 級 建 築 士
宅 地 建 物 取 引 主 任 者
Ｉ Ｔ パ ス ポ ー ト
工事担任者AI･DD総合種
工事担任者AI･DD総合種（科目合格）
ファイナンシャルプランナー3級
（ 個 人資産相談業務）
日本習字教授免許（漢字部）

Ｅ２　平賀　克己　Ｅ３　アミン　Ｅ４　松本　　凌　Ｄ４　内藤　寛晃　Ｃ４　赤井　大気
Ｃ４　クリス　　Ａ４　廣谷　慶太　Ａ４　舩越　杏子　Ｍ５ 高平　真生　Ｍ５　イズワン
Ｄ５　影山　大介　Ｄ５　古磯　和樹　Ｄ５　田保橋光樹　Ｄ５　アスマウィ　Ｃ５　梶間　光法
Ｃ５　竹中　　慎　Ｃ５　村尾　彰郁　Ｃ５ 来福　　至　Ａ５　宇野　孝史
Ｄ３　寺西　　心
Ｅ１　大黒　由貴　Ｃ１　綿谷日菜子　Ｍ２　清水　達暉　Ｃ４ 植田　咲香
Ｄ２　木下　和音　Ｄ３　高森　　暁
Ｍ１　上根　直也　Ｍ１　権藤　正也　Ｍ１　立脇　正規　Ｍ１　中西明日可　Ｍ１　福頼　　青
Ｍ１　持田　　宝　Ｅ１　小林　周平　Ｅ１　田邉　貴友　Ｅ１　中山　健太　Ｄ１　内田　幸佑
Ｄ１　中野　真吾　Ｄ１　松本　宏貴　Ｃ１　小笠原宙樹　Ｃ１　亀井信之助　Ｃ１　北村　和也
Ｃ１　杉本　竜一　Ｃ１　竹信　　龍　Ｃ１　中西　　叶　Ｃ１　野坂　夏子　Ｃ１　細田　千尋
Ｃ１　山本　直樹　Ｃ１　綿谷日菜子　Ａ１　古杉　千佳　Ａ１　原本　佳歩　Ｍ２　山内　健司
Ｍ２　中村　駿斗　Ｍ２　藤村　謙造　Ｅ２　井中　雄也　Ｅ２　寺本　誠司　Ｄ２　大野　貴昭
Ｄ２　河合　冬馬　Ｄ２　八田　周平　Ｄ２　松本　颯太　Ｄ２　森澤　裕介　Ｄ２　矢島　　駿
Ｃ２　稲葉　幹平　Ｃ２　岩本茉里子　Ｃ２　七瀬　浩希　Ｃ２　西尾　幸祐　Ｃ２　南口　弓子
Ｃ２　波多野　瑤　Ｃ２　吉田　友輝　Ａ２　吉原　理子
Ｃ１　山本　直樹　Ｃ３　才原　知里
Ｍ４　松原　央樹　Ｍ５　妹尾　康徳
Ｅ４　岩浅　純平　Ｅ４　松本　　凌
Ｅ４　二村信之祐　Ｅ４　松本　　凌
Ｅ４　中村　　宏②　Ｅ４　三浦 将人①　Ｅ４　本多 史弥①　Ｅ４　森　健二朗②　Ｅ４　松上　寿支①
Ｅ５　井上　桃佳①
Ｄ３　木山　雄太　Ｄ３　西村　憲治　Ｄ３　高橋健太郎　Ｅ４　木村　勇太　Ｅ４　成相　雅樹
Ｅ５　阿部宗一郎　Ｄ５　鈴木　達己
Ｓ２　遠藤　佳純　Ｓ２　田中　良和
Ｅ４　拜藤　　聖
Ｄ３　柴田　泰樹
Ｅ４　成相　雅樹
Ｅ４　上本　光太　Ｅ４　上川　優樹

Ｅ４　拜藤　　聖

Ｃ３　粂　ひとみ

資　格　名 取　　得　　者
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本年度の求人・進路の状況

　本年度のまず就職に関しては、日本国内の困難な経済
状況、東北大震災そして経済のグローバル化の波にもか
かわらず、概ね順調に推移して就職内定率は93％となっ
ている。しかし、選考の詳細を見ると、推薦応募の場合
でも年々、そのハードルは高くなってきているように思
われる。これからの学生には早い時期からの企業研究や
志望動機の明確化、SPI等適性試験への対策、更には面
接において対話能力や各個人の個性を十分に発揮するこ
となどが強く望まれる。
　進学に関しても、合格率はやはり93％となっており、
順調に伸びてきた。ここで、大学への編入学に関しても
やはり早期からの目標の設定と準備が大切なのは言うま
でもない。そして、志望校に合格した場合を考えると、
卒業後の進路まで見通しを立てておくことが非常に大切
である。
　以上、就職・進学いずれにしろ目標の明確化と早期か
らの集中的な準備、更には何よりも、進もうとする進路
と自分の適性、志望内容とのマッチングの吟味、そして
選考が不調に終わった時の気持ちの切り替えの速さと精
神的な粘り強さが益々求められている。

本科の進路状況
５年学年主任　機械工学科　河添　久美

　私ごとになりますが、専攻科長に就任してから４年目
になります。この間で東日本大震災等の影響により今年
が一番厳しい状況だったように感じています。実際の就
職・進学については各学科の就職担当にお願いしており
ますので、概要についてのみご紹介します。本年の専攻
科修了予定者は32名で、就職希望者は28名です。この原
稿を書いている１月末時点で、ほぼすべての修了予定者
の進路が確定しています。就職希望者については、県内
に４名、島根県に１名、残りは関東や関西方面の企業等
に内定しました。希望者のすべての就職先が内定したこ
とにつきましては、各学科の就職担当の先生方のお陰と
ともに本人の努力の結果であると思います。来年度の就
職についても、より厳しい事態が予想されます。専攻科
１年生の諸君は十分に実力をつけて希望する企業への就
職を勝ち取って欲しいと思います。
　一方、大学院へは生産システム工学専攻のうち機械工
学系の３名が進学することになっています。進学率
（９％）は昨年（12.5％）よりもさらに下がりました。
本校の専攻科からの大学院への進学率は全国平均の35％
程度よりもかなり低く、今後はもっと大学院進学者が増
えるべきであると考えています。思うように大学院への
進学希望者が増えてこないのは専攻科長としても残念で
す。専攻科１年生および４月に入学する予定の学生さん
達から大学院進学希望者が増えるのを期待しています。

専攻科の進路状況
専攻科長　物質工学科　竹中　敦司

5年生の就職・編入学試験体験

　私がこれから大学編入をしようと思っている方へ伝え
たいのは、希望大学が滑り止めになるくらいの難関大学
を目指してほしいということです。それは、編入学はい
くつもの大学を受験することができ、難関大学の勉強を
することは第2希望、第3希望の勉強になり、それによっ
て勉強以外のことも学べたからです。私の場合、受験は
苦手科目を勉強しなくてはならない格好の理由でした。
難関大学を受験するにあたってそれは十分に勉強する必
要がありました。苦手なものの克服のために必死で勉強
することは、他の今まで苦痛だったことを苦痛と感じさ
せなくしました。そして、苦手の克服こそが成長ではな
いかと考えるようになりました。
　私が言いたいのは難関大学を受験しろということでは
なく、難関大学を目指してほしいということです。難関
大学を受験するかしないかは、願書を書くときに決めれ
ばいいので、難関大学に向けて必死に勉強に臨んでほし
いと思います。そして、勉強以外のものも学んでもらい
たいと思います。最後にこの言葉を後輩へ送りたいと思
います。これは私が苦しみの価値を感じる言葉です。
　あなたの人生で最も輝かしい時は、いわゆる成功の
日々ではなく、むしろ、失意と絶望のなかから、人生に
挑戦しようという気持ちと将来の達成を期する最たる思
いが、胸中に湧き上がるのを感じる日々である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̶G. Flaubert

大学編入学試験の体験
５Ｍ　山本　優希

　私は、4月から中国電力の社員として働くことになり
ました。先日、本社で入社説明会があり、その場で初め
て同期の顔触れを確認しました。数ヶ月後にはこの仲間
達と一緒に働くんだなぁ、とやっと実感が沸いてきた次
第です。
　私が本格的に就職活動を始めたのはちょうどこの時期
（3月上旬）でした。まず始めに履歴書の作成から取り
掛かりましたが、これには一番泣かされました。自己分
析の仕方が分からず、自分のどこを、どのようにアピー
ルすればよいのか分からなかったのです。そこで行った
のが友人との意見交換です。自分で自身を掘り下げるこ
とも大切ですが、客観的に見て自分はどういう人間なの
かを知ることも大切だと思いました。私の場合、履歴書
を完成させるのに計7回は書き直しました。自己分析に
は時間が掛かるので、早いうちに取り組むと良いと思い
ます。
　低学年の学生さんにとっては、“就活なんてまだ早い”
と思うかもしれませんが、是非やって欲しいことがあり
ます。それは、「何かに思い切り取り組む」ということ
です。頑張った結果、自分（周り）がこんな風に変わっ
た。こういった経験がやがて自分を売り込む武器になり
ます。ここまで色々と偉そうなことを書きましたが、少
しでも皆さんの就職活動の参考になれば幸いです。

今できること
５Ｅ　戸田　健斗



総務課　田内　和夫

　平成16年4月に着任しました。学生の皆さんとは授業や
クラブ活動など、楽しく過ごさせてもらいました。校務
では4年間、5Ｃ担任を務めましたが、希望の就職先や大
学編入に合格して喜ぶ卒業生の笑顔が印象に残っていま
す。皆さんはこれからも勉学やクラブ活動をレベルアッ
プし、目標にチャレンジし、自らの道を切り開いていく
という醍醐味を味わって下さい。「自信をもって」、
「夢をもって」頑張って下さい。教職員の皆さまには、8
年間、大変お世話になり本当に有難うございました。

　事務職員として、学校教育現場の縁の下を微力ながら
支えさせていただき、このたび、定年という節目を迎え
ることになりました。これもひとえに教職員の皆様方の
ご指導・ご支援があったからこそと深く感謝いたしてお
ります。在職中たくさんの人と出会い、いろいろな仕事
を経験し、楽しい思い出をつくることができました。こ
れからは、この経験を次のステップへ繋げたいと思いま
す。米子高専の一層の発展と教職員の皆様のご健勝をお
祈りいたします。
　ありがとうございました。
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　大学４年生の夏に、指導教授から「米子高専電気工学
科で助手の公募があるので応募してみないか」と言われ
ました。当時、ある電気系の大手の会社に就職するつも
りでいましたので驚きでした。以来27年が過ぎました。
この年月は、まさに下積みの時代であり、人間性を磨く
時代でした。ようやくこの苦しい時代が終わります。４
月からは、病気で苦しんでおられる全世界の方々のため
に、役立っていきたいと考えています。
　皆様、さようなら。

　着任の挨拶をさせていただいたことが、昨日のことのよう
に思い出されます。単身赴任で米子-大阪の往復を続けてい
ましたが、この間、実家の事情も大きく変化し、大阪に戻る
ことになりました。在任中、企業とは異なる環境の中で不慣
れな事もあり、学生、並びに教職員の皆様にご迷惑をおか
けしたと反省しております。米子高専の更なる発展と皆様方
のご健康をお祈りしまして、お礼と挨拶に代えさせていただ
きます。

退職・転任される教職員

クラブ活動報告

物質工学科　池田　彰
退職にあたって

ありがとうございました

電子制御工学科　加納　尚之
27年が過ぎました

退任に際して

本年度末には、電子制御工学科雜賀憲昭先生、一般科目越智信彰先生、技術教育支援センター大塚鐵雄技術職員
もご退職されます。

クラブ便り

2C　加川庸一、久古貴将
作品が天文ガイドの写真コンテストに入選しました。科学部

　私たち科学部が２０１１年10月４日に観測し解析した画像が、みごと天文ガイド
の写真コンテストに入選しました。作品は「ダークフィラメント内の速度場」という
タイトルの画像で、太陽表面のガスの運動を可視化したものです。今回の作品の
掲載で、科学部の入選回数は12回となりました。
　これからもさらに観測・解析に力を入れ、どんどん入選するように頑張ってまい
りますので、これからも応援のほどをよろしくお願いします。

吹奏楽部顧問　山田　祐司
吹奏楽部の行事報告吹奏楽部

●第22回定期演奏会
　１月22日（日）、米子市文化ホールで標記の演奏会を開催しました。吹奏楽部Ｏ
Ｂを始めとする賛助出演を含め35名でセドナ、千と千尋の神隠し、ＡＫＢ48メドレ
ーなどの曲を演奏しました。第２部ではピアノを含めたアンサンブル、賛助出演の
米子高専合唱部の歌なども取り混ぜて、多くの聴衆に楽しんでいただきました。
●アンサンブルコンテスト中国大会
　アンサンブルコンテスト鳥取県大会で金賞を受賞したサクソフォーン４重奏の
チームが２月５日（土）に倉敷市民会館で開催された標記の大会の大学の部に
出場しました。よい演奏ができましたが、銅賞受賞でした。 写真：定期演奏会のステージ風景

電気情報工学科　乾　正博
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トピックス

プログラミングコンテスト

　全国高専第22回プログラミングコンテスト本選が12月22日（木）と23日（金）の両日、『KIZUNA2011』のキャッチコピーのもと、舞鶴市
の「舞鶴市総合文化会館」で行なわれました。当初は、一関市で開催される予定でしたが、東日本大震災の影響により、急遽、主管校
を一関高専から舞鶴高専に変更して開催されることになりました。予選は１ヶ月遅れの７月30日
に、本選は２ヶ月遅れのクリスマス直前に開催されました。開催地の急な変更にもかかわらず、大
会運営に奔走された舞鶴高専の教職員・学生のみなさんの姿と、初の雪のプロコンが印象に残
った舞鶴大会でした。
　舞鶴大会は、書類審査による予選を通過した課題部門20作品、自由部門20作品および競技
部門59チームによって競われました。また、課題部門と競技部門にはそれぞれ台湾國立聯合大
學から、競技部門にはハノイ国家大学、成都東軟学院、モンゴル科学技術大学、キングモンクット
工科大学（タイ）からの参加があり、高専からの参加チームと合わせてNAPROCK第３回国際プ
ログラミングコンテストとしても開催されました。
　米子高専からは、課題部門と自由部門に各２作品および競技部門に１作品の応募を行い、７年連続のフ
ルエントリーを達成することできました。そのうち、課題部門と自由部門の各１作品と競技部門の１作品が予
選を通過して本選に出場しました。本選の結果を別表に、出場した学生の感想を以下にまとめました。
　本選では、課題部門に出場した電子制御工学科チームが「特別賞」を受賞することができました。2008年
の最優秀賞・文部科学大臣賞、一昨年・昨年の特別賞に続き、４年連続の入賞を果たすことができました。
　齊藤校長先生をはじめ応援してくださった教職員のみなさん、本当にありがとうございました。また、毎年、
製作費の援助をいただいている米子高専振興協力会の会員企業のみなさんにもこの場をお借りしてお礼
申し上げます。来年度の第23回大会は有明高専を主管校に大牟田市で開催されます。今後ともみなさんの
プロコンへのご理解とご支援を宜しくお願いします。（第22回大会の結果・模様はプロコン公式サイトに掲載
されていますのでご覧ください。　http://www.procon.gr.jp/ ）

　私にとって今回のプロコンが初めての参加になりました。プログラミングはあまり得意で
なかったので避けていた道でしたが、研究室の方針により（半ば強制的に）参加することに
なりました（笑）。初めてのプロコンに戸惑いながらも、優秀な３Dのメンバーに助けら
れ、なんとか作品を完成させることができました。作品の完成度の高さや実用性を評価され
た結果、特別賞を受賞することができました。はじめはあまり乗り気ではなかったプロコン
でしたが、技術的にも精神的にも、とても良い経験ができました。これもひとえに周りの皆
様のご協力によるものです。プロコンに参加するにあたり協力して下さった全ての方々に、
この場をお借りしてお礼申し上げます。

　今回、私はプログラミングコンテストに出場するのは２回目で、初めてのチームのリーダ
ーを務めました。初めはなかなか意見が合わなかったり、メンバーが集まらなかったりと、
チームをまとめるのがとても大変でした。しかし、皆で一つのものを作っているうちに一体
感が生まれ、とてもいいチームになったと思います。結果こそ敢闘賞に終わり残念でした
が、私はそれ以上の大切なものを得ることができたと思います。

　プログラミングコンテスト（プロコン）では、コンピュータ同好会から４Eのメンバー３人で競技部門に参加させて
頂きました。今年の競技部門は、試合開始時に配られる初期画像を、同じく開始時に配られるスタンプを使い、いかに
早く正確に、定められた最終画像に近づけるかを競う競技でした。今回の競技部門の難しい所は、スタンプをXORとい
う数理論理学的な方法で押していく上に、試合開始まで初期画像、最終画像、スタンプがわからないという点です。プ
ログラムはC#を使い、木村君が主体となり開発を進めました。結果は一回戦敗退という結果でしたが、他校の優れたプ
ログラムを学べ、海外チームの人達など様々な人と関わり合うことができ、素晴らしい体験となりました。来年こそは
プロコンで優勝できるよう努力していきます。

指導教員　電子制御工学科　河野　清尊（課題部門・自由部門）
一般科目　　　　倉田　久靖（競技部門）　　　　　

第22回プロコンを終えて

５Ｄ　梶間　光法プロコン（課題部門）を終えて

４Ｄ　廣池　颯人プロコン自由部門に参加して

４Ｅ　澤下　 陽競技部門に参加して

■課題部門　テーマ「旅とコンピュータ」
　作  品  名 ： ＳｎａｐＳｗａｐＴｒｉｍａｐ
　  ―携帯端末による景観再現・創造―
　参加学生 ： D5梶間光法、D3亀井千佳良
　　　　　  D3鷲見知洋、D3近藤醇
　　　　　  D3田中雄介
　結　　果 ： 特別賞

■自由部門
　作  品  名 ： ひろイケ！キネクト交響楽団　   
　　―指揮者・楽器演奏体感システム―
　参加学生 ： D5花井浩介、D5山根剛
　　　　　  D4廣池颯人、D4貝田悠輔
　　　　　  D4下尾賢二
　結　　果 ： 敢闘賞

■競技部門
　作 品 名 ： パズルそろったぁぁぁぁ～！　　
　　　　  ― ｉ’ｍ ｌｏｖｉｎ’ ｂｉｔ ― 
　参加学生 ： E4澤下陽、E4木村勇太
　　　　　  E4松上寿支
　結　　果 ： 1回戦敗退
　　　　　  敗者復活戦敗退
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機械工学科　矢壁　正樹

高専ロボコン2011全国大会　報告

　高専ロボコン中国地区大会を2010年、2011年と連覇し臨んだ高専ロボコン全国大会は2011年11月20日（日）に東京
国技館で行われました。今年度のテーマは「ロボボウル」と名付けられ、ロボットがアメリカンフットボールのよう
にボールのパスを受け、そのボールを約10ｍ先にいるチームメンバーにノーバウンドでパスをするというものです。
パスが通った時間（タッチダウンタイム）の早さを競います。地区大会では10秒のタッチダウンタイムを記録しまし
た。有志20名で構成された機械工学科チームは、地区大会優勝ロボット「QBit」（キュービット）の改良を行い、練
習では最速７秒を記録していました。
　意気揚々と臨んだ全国大会。地区大会優勝校はシードされるため、第１回戦は不戦勝、第２
回戦からの出場となり、仙台高専名取キャンパスと対戦しました。先攻の仙台高専は９秒を記
録し、後攻の米子高専チームはそのタイムを上回らなければ勝てません。米子高専チームはプ
レッシャーの為か操縦ミス、パスのミスと重なり、タッチダウンタイムは16秒で敗退してしま
いました。仙台高専はその後も勝ち進み、ロボコンの頂点である優勝およびロボコン大賞を獲
得されました。準優勝は福島高専で、東日本大震災という未曾有の逆境を見事に跳ね返され、
「敵ながら、あっぱれ」という他はありませんでした。本校では学生が思い通りのロボコン活
動ができるように、応援体制と環境を整えてきましたが、恵まれた環境だけでは頂点をつかむ
ことは難しいという事を思い知らされました。来年度こそ全国大会で良い成績をおさめられる
ように機械工学科チームは頑張っていきます。
　話は変わりますが機械工学科ロボコンチームでは全国大会が終わってから、
次年度のロボコンテーマが発表されるまでの期間（12月～４月）にメンバーの
スキルアップを目的として校内ミニロボコン大会を企画しています。来年度の
ロボコンテーマを予測し、それに準じた競技内容を設定し、１年生チーム、２
年と３年生のチーム、４年と５年生チームと３班に分かれ、それぞれのチーム
でロボットを設計・製作しています。このロボットは来年度のオープンキャン
パスなど各種イベントでお披露目したいと考えています。本年は10月７日
（日）に米子市産業体育館にて高専ロボコン2012中国地区大会が開催されま
す。地元開催ということもあり、全国大会優勝めざし頑張っています。
　最後になりましたが、毎年ロボコンに応援いただいている後援会・同窓会・
保護者の方々、本校教職員にこの場をおかりして御礼申し上げます。

 大学生とのワークショップは３回目となり、今回から島根大学
材料プロセス工学専攻の大学院生４名も参加しました。東京
大学都市工学科の学部生・院生８名と本校専攻科生５名を
合わせた１７名で、中海・宍道湖圏域への活性化提案を作成
しました。学生は2011年10月からメーリングリストで資料を交
換し、11月7日には専攻科生が島根大に行き、地域の問題点
や提案を発表し合いました。11月25日からの４日間は、東大生
が松江に訪れ、３校の学生で提案をまとめ、最終日に松江市
市民活動センターで報告会を行いました。
　提案内容は、東大生は広い視野で、アジアにおける韓国東
部から山陰を結ぶ日本海側の歴史や自然資源の魅力を再発
見させる提案を行いました。島大生は松江に焦点をあて、大
橋川の中洲を新しい親水スポットにする提案を行いました。専
攻科生は中海湖畔に焦点をあて、松江だけでなく中海や美
保関にも広がる「小泉八雲の足跡とその世界観の見直し」、
地域の材料を使った住宅づくりと農業を見直す「農ある風景
に生きる」、神話や自然景観を活用する「湖面からの景観も楽
しめる観光ルート」を発表し
ました。本校専攻科生は、
「創造設計実習」の授業とし
て取り組み、大学院生らとの
会話の中でコミュニケーショ
ン能力を養い、将来に向け
た多くの刺激を受けました。

「QBit」（キュービット）

東京国技館前での記念写真

東大、島根大、本校専攻科の３校の学
生によるまちづくりワークショップ「中
海・宍道湖畔ワークショップ２０１１」

建築学科　細田　智久・熊谷　昌彦
専攻科建築学専攻１年　海道　真一・角　　隼人

住友　美香・萩原　由也・渡瀬　　茜
　2011年春に依頼のあ
った米子自動車学校の
トイレ改修工事が完了
し、デザイン提案等の
協力をした学生達も含
めて12月16日にお披露
目会が開催されまし
た。
　高増研究室では４・
５年・専攻科１年の９名で、現場の実測から、トイレ事
例の調査を行った上で、デザイン提案を行いました。中
でも自動車学校の教習コースを入口壁面にデザインする
ことなどが採用され、実現しました。また全体に最新の
設備で利用者への快適性に配慮したトイレとなりました
が、特に女性用トイレは、狭い空間を感じさせないよう
なアイランド型の手洗い台や三面鏡を使ったパウダーコ
ーナーなど他
ではあまり見
られないデザ
インとなりま
した。このよ
うな機会をい
ただき、大変
勉強になり、
学生共々深く
感謝していま
す。

米子自動車学校のトイレ改修工事　
学生によるデザイン提案

建築学科　高増　佳子

女性用トイレ内部

ロビーの教習コース図前にてお披露目会の記念撮影
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合同企業説明会の開催
　さる１月14日（土）に、米子コンベンションセンターの多目的ホールにおいて、米子高
専生のための合同企業説明会を開催しました。今年度は106社の企業を迎え行いま
した。企業数も他の合同説明会に比べ多いのですが、来ていただいた会社は卒業生
が就職していたり、インターンシップでお世話になっている関係の深い企業ばかりでし
た。そのため人事部の方だけでなく、卒業生も説明会に出席してくれ、それがわかるよ
うに名礼に赤いシールを張って頂きました。卒業生からは、就職した後の職種や業務
内容などについて、30から50分くらいじっくりと説明を聞き、質問し、良い就職活動のス
タートがきれたと思います。また、３年生や保護者の参加もあり、企業の方々からもよろこ
んでいただきました。さらに、今年度からはハローワークにも参加していただき、地元・全
国にかかわらず、一般企業（事務系等）に関する求人情報を堤供していただいていま
す。これまで以上に幅の広い求人情報を得ることができるようになりました。
　すでに、履歴書やエントリーシートの堤出がはじまりつつあります。就活はスタートが
大事です。学生の皆さん、頑張って下さい。

キャリア支援室長　玉井　孝幸

本校学生が学会賞を受賞しました

物質工学科　谷藤尚貴
　近年における若者の理系離れを抑制する対策として、高校生がチャレンジできる文
科省及び大学等の研究機関主導の科学系コンテストがいくつも開催されるようになり
ました。その中で、昨年10月30日に開催された第８回高校化学グランドコンテストの最
終選考会に出場した本校物質工学科の有志で組織するB&C研究同好会の研究
成果が、最優秀賞に相当する文部科学大臣賞に選出されました。本コンテストは大阪
市立大学によって創設され、規模を徐々に全国規模へと拡大してきた化学系の自由
研究に関する競技形式の発表会です。今回の結果は「最優秀賞は米子高専」の見
出しで全国紙の社会面に掲載された他、ドキュメンタリーが本として出版販売されるこ
とが決まっています。今回の研究活動において日々 の努力と偶然の発見の積み重ね
により作られた太陽電池が高校・高専の区分のない競技会での最高評価を受けたこ
とは、学生達の大きな自信になったと思います。今後もやる気有る学生の頑張りによっ
て成果が得られたときには、全国区における競争の場を与えようと考えています。
３Ｃ　重永皐月
　今回、私たちは先輩方の先行研究を引き継いで２年の春休みからコツコツと行ってきた卵の内皮をリサイクルする研究が認められ、10
月に行われた高校化学グランドコンテストにおいて文部科学大臣賞という名誉ある賞を受賞することができました。受賞した瞬間、喜びや
安堵感から４人全員が涙を流し、ステージに上がった時の感動は今でもはっきりと覚えています。発表までには辛いことも沢山あり何度もく
じけそうになりましたが、メンバーの４人が互いに助け合うことで最後までやり遂げることができたことが、今回の結果に繋がったと思ってい
ます。この他にも本番までに行った太陽電池の改良、レポートやパワーポイント作成、何度も繰り返し行った発表練習と質疑応答のための
勉強等の経験は、私たちを大きく成長させてくれました。この経験は今後の学校生活に活きてくると思います。
　次に引き継ぐ後輩にも、この研究から新たな発見をしてもらいたいし、私もそれをサポートしていきたいです。

Ｂ＆Ｃ同好会　３Ｃ　重永 皐月、安部 希綱、香川奈緒子、谷輪 弥音

高校化学グランドコンテスト文部科学大臣賞受賞

　昨年11月18日に千葉大学において行われた第14回ヨウ素
学会シンポジウムにおける研究発表で、最優秀賞を受賞しまし
た。発表テーマは、物質工学科5年村尾彰郁くん、原聡くんと共
同で実施してきた研究の成果である「ヨウ素を用いたジスルフィ
ドポリマー前駆体の合成とリチウム二次電池用正極活物質へ
の応用」です。私は、一昨年のヨウ素学会シンポジウムでも発表
を行いましたが、残念ながら受賞には至りませんでした。その悔
しさを胸に、今回は研究内容の充実と共にショートオーラル、ポ
スターの内容も念入りに添削
して発表に臨みました。今回
の受賞で私は、貴重な経験を
積み自分を成長させることが
できたと思います。
　最後にご指導頂いた谷藤
先生と研究室の学生に心か
ら御礼申し上げます。

ヨウ素学会シンポジウム最優秀賞
物質工学専攻２年　山本　耕平

　昨年の12月7日～9日にかけて石川県金沢市で行なわ
れた第38回有機典型元素化学討論会で、優秀ポスター
賞を受賞しました。発表した研究タイトルは「新規ジ
スルフィドポリマー合成とリチウム二次電池用正極活
物質への応用」であり、ポスターセッションにおける
85件の発表者の内11件の受賞者に選ばれました。大半
の発表者が有名大学の大学院生というとてもレベルの
高い学会で、このような名
誉な賞を戴くことが出来た
のは谷藤先生や同じ研究室
の学生の強力なサポートの
おかげです。卒業まで残り
わずかとなりましたが、来
年度の後輩のためにも今後
も研究に一層励んでいきた
いと思います。

有機典型元素化学討論会優秀ポスター賞
５Ｃ　村尾　彰郁



15

建築学科　4年　舩越　杏子
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国際交流

生産システム工学専攻　２年　下田　泰樹
　11月15日～19日に中国・大連にて行われたInternational Student Conference 2011 in Dalianに参加してきました。この企
画には日本・中国・チェコ・フィリピン・ニュージーランドの学生が参加し、英語による研究発表、現地企業の見学、市内オリエンテーリ
ングを行いました。
　英語による研究発表では、特別研究で行っている内容について発表しました。発表後の質疑応答もなんとか答えることができま
した。普段日本で味わうことができない雰囲気の中で発表をすることができ、貴重な体験ができました。
　現地企業等の見学では東軟信息学院という大連の大学と、民間企業のアルパインとキヤノン大連の見学を行いました。特にキ
ヤノン大連では、現地労働者の方は日本人より上下関係・自分の役割・家庭を重要視することを知り、労働者の方との接し方として
“メンツを重んじる”という考え方を学ぶことができました。
　市内オリエンテーリングでは各班4、5人程度のグループに分かれ、それぞれ１人ず
つの東軟信息学院の学生が加わり、大連市内の探索を兼ねた「課題」に取り組みまし
た。私たちの班の課題は、中国のマクドナルドに行って飲み物を注文し、日本と違うメ
ニューを調べる。中国東方航空の事務所に行きマイレージカードを作る。中山広場に行
き集合写真を撮る。街中の店で指定されたものを買ってくるという内容でした。与えられ
た課題は日本語だったため、わかる範囲の英語・ジェスチャー・筆談を駆使して中国人
学生に伝え、全員で協力して課題をクリアしました。
　International Student Conference 2011 in Dalianでは、日本にいたら体験で
きないこと、分からなかった多くの事を学び、現地の空気を感じることができました。そし
て英語で話したいことがあるが英語にできなかった事があったため、英語を勉強するこ
との大切さをあらためて学ぶことができました。今回企画していただいた津山高専のス
タッフの方々、ガイドの王さん、東軟信息学院の方々に深く感謝いたします。

　８月10日～23日にシンガポールのテマセク・ポリテクニックにて行われた英語学習プログラムに参加してきました。テマセク・ポリテク
ニックとは、シンガポールに5つある高等専門学校の一つです。この学習プログラムは、英語による論文の作成やプレゼンテーション
の仕方について学習する技術英語講座とシンガポールの学生との交流を通じて現地の文化や歴史を学ぶ異文化体験学習からな
り、全国の高専から男子１５名、女子５名が参加しました。
　技術英語講座では、英語論文を作成してプレゼンテーションすることと、そのプレゼン
テーションをどのように行うと魅力的なものとなるのか、ということを学習して実践しまし
た。ここでは、セマテクの先生の英語による指導のもと、自分たちが持ってきた日本語で
書いた論文を英訳して英語論文として執筆しました。また、魅力的なプレゼンテーション
を行うための方法や技術を学び、最終的には書き上げた英語論文をポスター形式にま
とめて、英語による口頭発表を行うことが求められました。その中で私は論文作成を毎
日寝ずに頑張り、無事完成させ発表することができました。
　これからもこのようなプログラムに積極的に参加したいと考えています。今回企画して
いただいた高専機構のスタッフの方々、引率の他高専の先生方、テマセクの先生方、こ
のような機会を提供していただき、本当にありがとうございました。

建築学科　稲田　祐二
　さる９月２日から６日まで中国吉林省長春市の吉林大学で開かれた第５回北東アジア地域
大学教授協議会に参加してきました。本協議会は、鳥取県と交流のある韓国･江原道、中国･
吉林省、ロシア沿海地方、モンゴル中央県の５地域の知事らが各地域の現状や活性化につい
て協議する北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミットにおける合意に基づき、2007年
10月に鳥取市において結成が宣言されたもので、現在、各地域から１２大学が参加していま
す。
　米子高専から初参加となる今回の協議会では５つのセッションで意見交換が行われました。
私は「環境と資源」セッションで「地場産木材の有効利用のための新建築構造システムの開
発」と題し、地場産材より制作された木質ブロックを用いた古民家の耐震補強工法の例や、農
業用構築物であるビニールハウスに代わる間伐材を用いたヴールト構造物の例を示し、地場
産森林資源の有効利用を目的に米子高専建築学科で開発を進めている新構造システムにつ
いて報告しました。
　本協議会に参加する大学のある北東アジア地域は、世界経済成長の牽引役となっている
中国や天然資源が豊富なロシア、モンゴル、そして資本と技術を持っている日本、韓国からなる
地域です。一方、これらの地域が属する国々は、２０世紀の一時期において不幸な関係に陥っ
た時期もありました。しかし、地理的にも近接するこれらの地域が今後共存、共栄するために
は、お互いの文化や歴史について相互理解し、体制の違いを克服することが必要であると思
います。特に、環境や資源の問題は地域や国境を超えた多国間にまたがる共通の課題である
ことから、今後の情報交換や共同研究は問題解決に向けた重要な取組みであると思います。
　この４月には第６回目の協議会が鳥取県で開かれます。米子高専が鳥取県西部の工科系
の高等教育機関として本協議会に積極的に参加することによって、関係大学との交流が一層
盛んになり教育や研究の国際化につながっていくことを願っています。

2011北東アジア地域大学教授協議会-Local Economy Cooperation in Northeast Asia-に参加して

International Student Conference 2011 in Dalian　に参加して

平成23年度テマセク・ポリテクニック技術英語研修ーTechnical English Program ーに参加して



　訂正：先号第167号の12ページの硬式野球部の主将の写真の説明が間違っていました。正しくは主将　松浦
慶昌君でした。深くお詫びいたします。すみませんでした。
　なお、今回は、東日本大震災のため、プログラミングコンテスト全国大会の開催が遅れた関係上、記事の変
更を余儀なくされました。「研究紹介」はお休みしました。悪しからずご了承ください。
　紙面へのご意見・ご感想を、メール（hikona@yonago-k.ac.jp）にてぜひお寄せください。
※記事中において、学科名をアルファベットで表している箇所があります。
　Ｍ…機械工学科、Ｅ…電気情報工学科、Ｄ…電子制御工学科、Ｃ…物質工学科、Ａ…建築学科、
　Ｇ…一般科目、Ｓ…専攻科
　例えば、「１Ｍ」は機械工学科１年生を表しています。

発行：米子高専広報委員会
〒683-8502　鳥取県米子市彦名町4448　TEL: 0859-24-5023　FAX: 0859-24-5029　印刷：株式会社高下印刷
E-mail: hikona@yonago-k.ac.jp ホームページ：http://www.yonago-k.ac.jp/　⇒メニューより「キャンパスライフ」

編 集 後 記

スターリングエンジン部　部長　松田　有加（機械工学科4年生）

　平成23年11月12日、日本工業大学（埼玉県）で開催された、第15回スターリングテクノラリー（企業、大学、高専および高校
などから43団体187チーム出場）の３V（ボルト）クーラー部門で、スターリングエンジン部チームが自身が持つ日本記録を更新
して優勝し、米子高専として４年連続日本一を達成して金賞を獲得しました。自主設計製作エンジンを搭載した無線操縦ス
ターリングエンジンカー（RC）部門でも５位入賞し、米子高専として出場全部門での入賞を果たすことができました。
　３Vクーラー部門は、単三電池２本（３ボルト）電源で駆動させ、冷却部の５分間の低下温度を競います。米子高専の優勝
記録は、室温から36.4度でした。この記録は、米子高専チームが昨年記録した日本記録を更新するもので、記録をのばすこ
とができたことを誇りに思います。RC部門では、自主製作スターリングエンジンを動力源とする車を無線操縦し、１周25ｍのコ
ースを２周させたときのタイムを競います。米子高専チームは、１分28秒64のタイムで５位に入賞できました。今大会で、３Vク
ーラー部門で6年連続入賞、RC部門でも３
年連続の入賞です。
　全国の大学や一般の方 と々競い合い、こ
れだけの成績をおさめることができたのは、
顧問の先生、ものづくりセンター技術職員の
方々の支援のおかげでもあり、感謝の気持
ちでいっぱいです。次の大会でも、３Vクーラ
ー部門で日本記録を更新できるよう、RC部
門でもさらに上位入賞できるように、精一杯
頑張りたいと思います。

日本新記録を更新して優勝、出場全部門入賞

～第15回スターリングテクノラリー～
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米子高専が4年連続日本一獲得米子高専が4年連続日本一獲得米子高専が4年連続日本一獲得

電気情報工学科　田中　博美

Award for Encouragement of Researchを受賞

　12月19日（月）～21日（水）横浜市開港記念会館で開催
された21st Symposium of Materials Research Society of 
Japanの国際セッションにおいて、研究内容を評価され 
Award for Encouragement of Research（奨励賞）を受賞し
ました。
　発表テーマは “Enhancement of Intragrain 
Critical Current Density in Bi-based 
Superconductor” であり、高温超伝導体
の電気輸送特性を大きく改善できたとい
う内容でした。
　今回の受賞には大変驚いているのと同
時に良い励みにもなりました。今後は、この
成果を活かして高温超伝導体の応用研
究にも取り組んでいきたいと思います。

学生会長　５E　来海　亮

東日本大震災義援金についてのお礼

　昨年の高専祭（11/3-4）で募った東日本大震災義援金
を、日本水難救済会に送金させて頂きました。義援金の総
額は193,958円でした。ご協力頂き大変有難うございまし
た。

５Ｃ　清水　香穂

日本化学会西日本大会優秀ポスター賞

　私は、上記の学会において「卵殻膜の色素吸着特
性を活用した色素増感太陽電池の開発」というテー
マでポスター賞に選ばれました。受賞できた時は驚き
しかなく、後から嬉しさがこみ上げて来たのを思い出
します。また、同好会での成果でありながらも大学生
や院生を主体とした学術集会において評価されたこ
とを大変光栄に思います。
　私は今年で卒業します
ので、これから同好会で
活動していく後輩たちに
は、さらに高度な大会で
活躍してほしいと思いま
す。
　最後になりましたが、
支えてくれた家族や指導
してくださった先生、 一
緒に活動してきた同好会
のみなさんに今まで沢山
の迷惑をかけましたが、
本当にありがとうござい
ました。

速　　報


